
令和９年度 奈良県・大和高田市 公立学校教員採用候補者選考 

２次試験実施案内 

 

１ 選考方法 

集団面接（討議）と個人面接を行います。 

 

２ 評価の観点 

(1) 集団面接（討議） 

○教員としての職務を遂行するのにふさわしい能力・適性をもった人物を選考します。 

○集団の中で発揮される資質や能力を評価します。 

① 論理的思考力   ② 発信力   ③ 受信力   ④ 社会性・対応力 

(2) 個人面接 

○思考力・判断力・表現力等を育て，発達の段階に応じた課題解決能力を育成するための教科指導力

を有しているかを問います。 

① 表情・姿勢・態度   ② 表現力・的確な応答 

③ 専門的知識・理解   ④ 指導方法・創意工夫 

○自立した社会人としての豊かな人間性，教育者としての識見，資質・適性等，総合的に優れた人物

を選考します。 

① 自立した社会人としての豊かな人間性  ② 自己成長に向けた探究心 

③ 問題解決や社会の変化に柔軟に対応できる能力 ④ 教育者としての識見，資質・適性 

 

３ 個人面接（教科指導についての質問）について 

(1) 出願した「校種・教科等」において，教科指導についての質問を行います。 

(2) 教科指導については，小学校に出願した受験者は出願時に選択した教科，高等学校・地理歴史に出願

した受験者は出願時に選択した領域の質問を行います。 

(3) 教科指導については，次の表に示す学習指導要領の目標に沿った質問を行います。表に示した目標に

沿った質問に加え，出願した「校種・教科等」についての質問も行います。 

(4) 義務教育学校教員選考の受験者に対しては，小学校・中学校両方の教科指導についての質問を行いま

す。 

(5) 小学校英語専攻，中学校及び高等学校の外国語（英語），国際バカロレア教員選考の受験者に対して

は，英語による質問があります。 

 

 



（注）表中で示しているページ数は，文部科学省より発行されている学習指導要領（小学校・中学

校・高等学校・特別支援学校）のページ数を表しています。文部科学省のホームページ上の

ページ数ではありませんので注意してください。 

 

校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

小学校・国語 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)国語】（P.28） 

〔第１学年及び第２学年〕 

１ 目 標 

（1） 日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言

語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。 

（2） 順序立てて考える力や感じたり想像したりする力を養い，日常生活にお

ける人との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えをもつこと

ができるようにする。 

（3） 言葉がもつよさを感じるとともに，楽しんで読書をし，国語を大切にし

て，思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。 

小学校・社会 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)社会】（P.53） 

〔第５学年〕 

１ 目 標 

  社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を

通して，次のとおり資質・能力を育成することを目指す。 

（1） 我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状，社会の情報化と産業の

関わりについて，国民生活との関連を踏まえて理解するとともに，地図帳

や地球儀，統計などの各種の基礎的資料を通して，情報を適切に調べまと

める技能を身に付けるようにする。 

（2） 社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考える力，社会に見ら

れる課題を把握して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断す

る力，考えたことや選択・判断したことを説明したり，それらを基に議論

したりする力を養う。 

（3） 社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，

よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養う

とともに，多角的な思考や理解を通して，我が国の国土に対する愛情，我

が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を養う。 

小学校・算数 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)算数】（P.70） 

〔第３学年〕 

１ 目 標 

（1） 数の表し方，整数の計算の意味と性質，小数及び分数の意味と表し方，

基本的な図形の概念，量の概念，棒グラフなどについて理解し，数量や図

形についての感覚を豊かにするとともに，整数などの計算をしたり，図形

を構成したり，長さや重さなどを測定したり，表やグラフに表したりする

ことなどについての技能を身に付けるようにする。 

（2） 数とその表現や数量の関係に着目し，必要に応じて具体物や図などを用

いて数の表し方や計算の仕方などを考察する力，平面図形の特徴を図形を

構成する要素に着目して捉えたり，身の回りの事象を図形の性質から考察

したりする力，身の回りにあるものの特徴を量に着目して捉え，量の単位

を用いて的確に表現する力，身の回りの事象をデータの特徴に着目して捉

え，簡潔に表現したり適切に判断したりする力などを養う。 

（3） 数量や図形に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，

数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

小学校・理科 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)理科】（P.104） 

〔第６学年〕  

１ 目 標 

（1） 物質・エネルギー 

① 燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きにつ

いての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるよ

うにする。 

② 燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きにつ

いて追究する中で，主にそれらの仕組みや性質，規則性及び働きについ

て，より妥当な考えをつくりだす力を養う。 

③ 燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きにつ

いて追究する中で，主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

（2） 生命・地球 

① 生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変

化，月の形の見え方と太陽との位置関係についての理解を図り，観察，実

験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

② 生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変

化，月の形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で，主にそれ

らの働きや関わり，変化及び関係について，より妥当な考えをつくりだす

力を養う。 

③ 生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変

化，月の形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で，生命を尊

重する態度や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

小学校・外国語 

（英語） 

【小学校学習指導要領(平成２９年告示)外国語】（P.153～154） 

英 語 

１ 目 標 

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと

［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標

の実現を目指した指導を通して，第１の⑴及び⑵に示す資質・能力を一体的

に育成するとともに，その過程を通して，第１の⑶に示す資質・能力を育成

する。 

（1） 聞くこと 

ア ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近で簡単な事柄につい

て，簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。 

イ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄に

ついて，具体的な情報を聞き取ることができるようにする。 

ウ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄に

ついて，短い話の概要を捉えることができるようにする。 

（2） 読むこと 

ア 活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができるよ

うにする。 

イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるよ

うにする。 

（3） 話すこと［やり取り］ 

ア 基本的な表現を用いて指示，依頼をしたり，それらに応じたりすること

ができるようにする。 

イ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなど

を，簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うことができるようにす

る。 

ウ 自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句

や基本的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝

え合うことができるようにする。 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表

現を用いて話すことができるようにする。 

イ 自分のことについて，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句

や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。 

ウ 身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分

の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことが

できるようにする。 

（5） 書くこと 

ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を

意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書

き写すことができるようにする。 

イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に

慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるよう

にする。 

 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

中学校・国語 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)国語】（P.32） 

〔第２学年〕 

１ 目 標 

（1） 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言

語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。 

（2） 論理的に考える力や共感したり想像したりする力を養い，社会生活にお

ける人との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることができるようにする。 

（3） 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を生活に役立て，我が国の言

語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。 

中学校・社会 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)社会】（P.48） 

〔歴史的分野〕 

１ 目 標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決した

りする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的

に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・

能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史を背景に，各時代の特色を踏

まえて理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に

調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

（2） 歴史に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年

代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して多面的・

多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏

まえて公正に選択・判断したりする力，思考・判断したことを説明した

り，それらを基に議論したりする力を養う。 

（3） 歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見ら

れる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面

的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対する愛

情，国民としての自覚，国家及び社会並びに文化の発展や人々の生活の向

上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を尊重しようとするこ

との大切さについての自覚などを深め，国際協調の精神を養う。 

中学校・数学 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)数学】（P.65） 

〔第１学年〕 

１ 目 標 

（1） 正の数と負の数，文字を用いた式と一元一次方程式，平面図形と空間図

形，比例と反比例，データの分布と確率などについての基礎的な概念や原

理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に解

釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（2） 数の範囲を拡張し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて

数量の関係や法則などを考察したりする力，図形の構成要素や構成の仕方

に着目し，図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力，数量の

変化や対応に着目して関数関係を見いだし，その特徴を表，式，グラフな

どで考察する力，データの分布に着目し，その傾向を読み取り批判的に考

察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする

力を養う。 

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活

や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようと

する態度，多面的に捉え考えようとする態度を養う。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

中学校・理科 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)理科】（P.87～88） 

〔第２分野〕 

１ 目 標 

  生命や地球に関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 生命や地球に関する事物・現象についての観察，実験などを行い，生物

の体のつくりと働き，生命の連続性，大地の成り立ちと変化，気象とその

変化，地球と宇宙などについて理解するとともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

（2） 生命や地球に関する事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし

見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し表現す

るなど，科学的に探究する活動を通して，多様性に気付くとともに規則性

を見いだしたり課題を解決したりする力を養う。 

（3） 生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようと

する態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることができるようにする。  

中学校・音楽 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)音楽】（P.101） 

〔第２学年及び第３学年〕 

１ 目 標 

（1） 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解

するとともに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱，器

楽，創作の技能を身に付けるようにする。 

（2） 曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよ

さや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

（3） 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み，音楽活動の楽しさを

体験することを通して，音楽文化に親しむとともに，音楽によって生活を

明るく豊かなものにし，音楽に親しんでいく態度を養う。 

中学校・美術 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)美術】（P.107） 

〔第１学年〕 

１ 目 標 

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応

じて表現方法を工夫して表すことができるようにする。 

（2） 自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と工

夫，機能性と美しさとの調和，美術の働きなどについて考え，主題を生み

出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方

を広げたりすることができるようにする。 

（3） 楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する

心情を培い，心豊かな生活を創造していく態度を養う。 

中学校・保健体育 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)保健体育】（P.115） 

〔体育分野 第１学年及び第２学年〕  

１ 目 標  

（1） 運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，運動を豊

かに実践することができるようにするため，運動，体力の必要性について

理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。 

（2） 運動についての自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断

するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力

する，自己の役割を果たす，一人一人の違いを認めようとするなどの意欲

を育てるとともに，健康・安全に留意し，自己の最善を尽くして運動をす

る態度を養う。 



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

中学校・技術 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)技術・家庭】（P.132） 

〔技術分野〕 

１ 目 標 

技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体

験的な活動を通して，技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築す

る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 生活や社会で利用されている材料，加工，生物育成，エネルギー変換及

び情報の技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能

を身に付け，技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深める。 

（2） 生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決

策を構想し，製作図等に表現し，試作等を通じて具体化し，実践を評価・

改善するなど，課題を解決する力を養う。 

（3） よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に

技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

中学校・家庭 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)技術・家庭】（P.136） 

〔家庭分野〕 

１ 目 標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体

験的な活動を通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する

資質・ 能力を次のとおり育成することを目指す。    

（1） 家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環

境などについて，生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それ

らに係る技能を身に付けるようにする。 

（2） 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定

し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現

するなど，これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。    

（3） 自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協

働し，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践

的な態度を養う。 

中学校・外国語 

（英語） 

【中学校学習指導要領(平成２９年告示)外国語】（P.144） 

英 語  

１ 目 標 

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと

［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標

の実現を目指した指導を通して，第１の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体

的に育成するとともに，その過程を通して，第１の(3)に示す資質・能力を育

成する。 

（1） 聞くこと 

  ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取

ることができるようにする。 

  イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えるこ

とができるようにする。 

  ウ はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を捉

えることができるようにする。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

高等学校・国語 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)国語】（P.36） 

第２ 言語文化 

１ 目 標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解

し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるととも

に，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。 

（2） 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，

他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深

めたりすることができるようにする。  

（3） 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親し

み自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手として自覚をもち，言葉を

通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

高等学校・地理歴

史 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)地理歴史】（P.52） 

第２ 地理探究  

１ 目 標   

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決した

りする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的

に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性，傾向性

や，世界の諸地域の地域的特色や課題などを理解するとともに，地図や地

理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報

を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。  

（2） 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場

所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに

着目して，系統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多角的に

考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構

想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養

う。  

（3） 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見ら

れる課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の

国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとするこ

との大切さについての自覚などを深める。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

高等学校・地理歴

史 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)地理歴史】（P.63） 

第４ 日本史探究 

１ 目 標     

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決した

りする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的

に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

（1） 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史

と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国の

歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け

るようにする。  

（2） 我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色など

を，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目

して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる

課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したこ

とを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。  

（3） 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の

歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての

自覚などを深める。 

高等学校・地理歴

史 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)地理歴史】（P.69～70） 

第５ 世界史探究  

１ 目 標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決した

りする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的

に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件

や日本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史

に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ

うにする。 

（2） 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色など

を，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに

着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見ら

れる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想し

たことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

（3） 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自

覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切

さについての自覚などを深める。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

高等学校・数学 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)数学】（P.91） 

第１ 数学Ⅰ  

１ 目 標  

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概

念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように

する。 

（2） 命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切

に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計

量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に

表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会

の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係

などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解

決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。 

（3） 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的

論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

高等学校・理科 

（物理） 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)理科】（P.108） 

第３ 物理 

１ 目 標 

物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをも

って観察，実験を行うことなどを通して，物理的な事物・現象を科学的に探

究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3） 物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

を養う。 

高等学校・理科 

（化学） 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)理科】（P.114） 

第５ 化学 

１ 目 標 

  化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをも

って観察，実験を行うことなどを通して，化学的な事物・現象を科学的に探

究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3） 化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

を養う。 

 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

高等学校・理科 

（生物） 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)理科】（P.120） 

第７ 生物 

１ 目 標 

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって

観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するた

めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

（1） 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにす

る。  

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。  

（3） 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，

生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。 

高等学校・書道 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)芸術】（P.157） 

第10 書道Ⅰ 

１ 目 標 

書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社

会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

（1） 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，

書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎

的な技能を身に付けるようにする。 

（2） 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，

作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりする

ことができるようにする。 

（3） 主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を

育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊か

な生活や社会を創造していく態度を養う。 

高等学校・保健体

育 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)保健体育】（P.131） 

第１ 体育  

１ 目 標 

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向

けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなス

ポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るた

めの資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わ

い，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため，

運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を

身に付けるようにする。 

（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計

画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを

他者に伝える力を養う。 

（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力

する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようと

するなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたっ

て継続して運動に親しむ態度を養う。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

高等学校・外国語 

（英語） 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)外国語】（P.163） 

第１ 英語コミュニケーションⅠ 

１ 目 標 

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと

［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域（以下この節にお

いて「五つの領域」という。）別に設定する目標の実現を目指した指導を通

して，第１款の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体的に育成するとともに，

その過程を通して，第１款の(3)に示す資質・能力を育成する。 

（1） 聞くこと 

  ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報

量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話

し手の意図を把握することができるようにする。 

イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報

量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概

要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

高等学校・家庭 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)家庭】（P.184） 

第２ 家庭総合  

１ 目 標   

  生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通

して，様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して

主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

（1） 人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについ

て，生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに，それ

らに係る技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。 

（2） 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定

し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを科学的な根拠

に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を養

う。 

（3） 様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画し

ようとするとともに，生活文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実

向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

高等学校・農業 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)農業】（P.198） 

第１ 農業と環境 

１ 目 標 

  農業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなど

を通して，農業の各分野で活用する基礎的な資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

（1） 農業と環境について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術

を身に付けるようにする。 

（2） 農業と環境に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者とし

て合理的かつ創造的に解決する力を養う。 

（3） 農業と環境について基礎的な知識と技術が農業の各分野で活用できるよ

う自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を

養う。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

高等学校・工業 

（電気） 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)工業】（P.240） 

第１ 工業技術基礎 

１ 目 標   

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなど

を通して，工業の諸課題を適切に解決することに必要な基礎的な資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 工業技術について工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わり

を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

（2） 工業技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3） 工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展

に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

高等学校・工業 

（機械） 

【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)工業】（P.240） 

第１ 工業技術基礎 

１ 目 標 

  工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなど

を通して，工業の諸課題を適切に解決することに必要な基礎的な資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 工業技術について工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わり

を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

（2） 工業技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3） 工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展

に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

高等学校・商業 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)商業】（P.309） 

第１ ビジネス基礎 

１ 目 標 

商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなど

を通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発

展を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

（1） ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関

連する技術を身に付けるようにする。 

（2） ビジネスに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根

拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

（3） ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，ビジネスの創

造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

高等学校・情報 【高等学校学習指導要領(平成３０年告示)情報】（P.189） 

第１ 情報Ⅰ 

１ 目 標 

 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の

発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用につ

いて理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについ

て理解を深めるようにする。 

（2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向け

て情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

（3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画す

る態度を養う。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

特別支援学校 【特別支援学校小学部・中学部学習指導要領(平成２９年告示)小学部】 

（P.98～99） 

〔算数〕 

２ 各段階の目標及び内容 

○２段階 

（1） 目 標 

Ａ 数と計算 

ア 10までの数の概念や表し方について分かり，数についての感覚をもつ

とともに，ものと数との関係に関心をもって関わることについての技能

を身に付けるようにする。 

イ 日常生活の事象について，ものの数に着目し，具体物や図などを用い

ながら数の数え方を考え，表現する力を養う。 

ウ 数量に関心をもち，算数で学んだことの楽しさやよさを感じながら興

味をもって学ぶ態度を養う。 

Ｂ 図形 

ア 身の回りのものの形に着目し，集めたり，分類したりすることを通し

て，図形の違いが分かるようにするための技能を身に付けるようにす

る。 

イ 身の回りのものの形に関心をもち，分類したり，集めたりして，形の

性質に気付く力を養う。 

ウ 図形に関心をもち，算数で学んだことの楽しさやよさを感じながら興

味をもって学ぶ態度を養う。 

Ｃ 測定 

ア 身の回りにある具体物の量の大きさに注目し，量の大きさの違いが分

かるとともに，二つの量の大きさを比べることについての技能を身に付

けるようにする。 

イ 量に着目し，二つの量を比べる方法が分かり，一方を基準にして他方

と比べる力を養う。 

ウ 数量や図形に関心をもち，算数で学んだことの楽しさやよさを感じな

がら興味をもって学ぶ態度を養う。 

Ｄ データの活用 

ア 身の回りのものや身近な出来事のつながりに関心をもち，それを簡単

な絵や記号などを用いた表やグラフで表したり，読み取ったりする方法

についての技能を身に付けるようにする。 

イ 身の回りのものや身近な出来事のつながりなどの共通の要素に着目

し，簡単な表やグラフで表現する力を養う。 

ウ 数量や図形に関心をもち，算数で学んだことの楽しさやよさを感じな

がら興味をもって学ぶ態度を養う。 

養護教諭 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)保健体育】（P.126） 

〔保健分野〕 

１ 目 標 

（1） 個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能

を身に付けるようにする。 

（2） 健康についての自他の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断

するとともに，他者に伝える力を養う。 

（3） 生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し，明るく豊かな生活を営む

態度を養う。 

  



校種・教科 

（科目）等 
教科指導についての質問で扱う学習指導要領の目標 

栄養教諭 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)社会】（P.49） 

〔第４学年〕 

１ 目 標 

社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を

通して，次のとおり資質・能力を育成することを目指す。 

（1） 自分たちの都道府県の地理的環境の特色，地域の人々の健康と生活環境

を支える働きや自然災害から地域の安全を守るための諸活動，地域の伝統

と文化や地域の発展に尽くした先人の働きなどについて，人々の生活との

関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の具体的資料

を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

（2） 社会的事象の特色や相互の関連，意味を考える力，社会に見られる課題

を把握して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考

えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。 

（3） 社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，

よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養う

とともに，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会

の一員としての自覚を養う。 

 


